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近
代
演
劇
研
究
へ
の
出
発

　
　
－
「
文
芸
研
究
」
二
論
文
の
思
い
出
1

菅
　
井
　
幸
　
雄

　
「
文
芸
研
究
」
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）

年
九
月
だ
が
、
そ
の
第
一
号
を
手
に
し
た
私
の
思
い
出
は
、
い
ま

も
鮮
烈
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
の
四
月
に
、
私
は
文
学
部
の

助
手
に
採
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
「
文
芸
研
究
」
は
、
仏
文
の

小
川
茂
久
さ
ん
（
当
時
、
私
た
ち
の
間
で
は
「
小
川
先
生
」
と
い

う
人
は
、
誰
も
い
な
か
っ
た
1
菅
井
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
編
集

の
実
務
を
担
当
し
て
お
り
、
小
川
さ
ん
か
ら
第
一
号
の
刊
行
に
い

た
る
ま
で
の
苦
労
話
を
、
そ
れ
と
な
く
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
助
手
に
な
っ
て
半
年
後
、
よ
う
や
く
第
一
号
が
研
究
室

に
積
ま
れ
た
時
の
関
係
者
の
喜
び
が
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
、
い
ま
で
も
あ
り
あ
り
と
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
私
は
大
学
を
卒
業
し
た
あ
と
、
映
画
会
社
の
大
映
に
入
社
し
、

企
画
本
部
で
、
映
画
に
な
り
う
る
よ
う
な
小
説
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、

講
談
な
ど
を
読
む
仕
事
に
た
ず
さ
わ
り
、
封
切
の
初
日
に
は
浅
草

へ
出
向
い
て
、
観
客
の
動
向
を
見
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
私
に
、

あ
る
日
、
突
然
、
山
田
肇
先
生
か
ら
連
絡
が
あ
っ
て
、
助
手
と
し

て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
と
、
お
す
す
め
を
い
た
だ
い
た
。
専
任
の

大
木
直
太
郎
先
生
、
木
下
順
二
先
生
も
、
こ
の
人
事
に
賛
成
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
私
は
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る
よ
う
な
思

い
で
、
助
手
と
し
て
の
仕
事
を
は
じ
め
た
。
映
画
人
生
活
を
し
て

い
た
私
は
、
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
文
学
科
の
学
術
論
文
を
掲
載

す
る
「
紀
要
」
と
位
置
づ
け
た
「
文
芸
研
究
」
を
、
よ
う
や
く
出

し
得
た
時
の
先
生
方
の
喜
び
の
輪
の
中
に
、
入
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　
第
一
号
の
巻
頭
言
は
、
文
学
科
長
吉
田
甲
子
太
郎
先
生
の
「
ひ

と
こ
と
だ
け
」
だ
が
、
そ
の
な
か
で
「
生
き
る
こ
と
、
そ
れ
自
身

が
人
生
の
目
的
な
の
だ
」
そ
し
て
「
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
方

法
手
段
と
し
て
文
化
が
あ
る
の
だ
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

私
は
注
目
し
た
。
さ
ら
に
吉
田
先
生
は
「
文
芸
研
究
」
が
「
人
間

生
活
の
全
体
の
た
め
に
役
立
つ
文
化
的
な
使
命
を
果
た
す
で
あ
ろ

う
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
論
文
を
掲
載
す
る
だ
け
の
、
単
な
る
「
紀
要
」
と
し
て

の
「
文
芸
研
究
」
に
止
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
教
え
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
文
芸
研
究
」
の
目
次
は
、
別
に
掲
載
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
、

22



第
一
号
の
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
に
つ
い
て
の
、
私
の
読
後
感
を
こ
こ

に
記
す
の
は
、
さ
し
控
え
る
。
た
だ
私
に
と
っ
て
刺
激
に
な
っ
た

の
は
、
学
術
論
文
の
書
き
方
が
、
主
と
し
て
研
究
者
の
個
性
と
か

資
質
に
委
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
掲
載
さ
れ

た
論
文
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
論
文
の
内

容
を
必
ず
し
も
十
分
に
理
解
し
え
な
い
私
に
も
、
興
味
を
も
た
せ

て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
平
野
仁
啓
先
生
の
「
契
沖
1
ー
万
葉
批
評

史
第
一
部
（
一
）
」
と
、
御
牧
好
隆
先
生
の
「
ゲ
ー
テ
と
自
由
」

と
で
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
体
裁
で
、
論
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。

　
俳
優
の
演
技
創
造
方
法
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
私
は
、
山
田
肇

先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
一
年
後
の
年
末
に
出
さ
れ
る
予
定

の
「
文
芸
研
究
」
第
二
号
に
「
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
・
シ
ス
テ

ム
の
歴
史
的
意
義
」
と
題
す
る
論
文
を
書
く
準
備
を
、
す
す
め
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
芸
術
座
の
創
立
者
で
あ
り
、
近
代

的
な
演
技
創
造
方
法
を
確
立
し
た
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
の
主
著

を
『
俳
優
修
業
』
の
題
名
で
翻
訳
さ
れ
て
い
た
山
田
先
生
は
、
ア
ー

サ
ー
：
三
フ
ー
の
『
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
死
』
の
翻
訳
・
演
出
で
知

ら
れ
る
劇
団
民
芸
の
演
出
家
菅
原
卓
氏
か
ら
借
り
て
い
た
ト
ビ
ー
．

コ
ー
ル
の
『
＞
o
自
コ
σ
q
…
〉
国
四
コ
α
げ
O
O
屏
O
h
目
＝
①
ω
鼠
巳
ω
冨
く
ω
匹

ζ
Φ
夢
o
α
』
を
、
と
く
に
私
に
示
し
て
、
こ
の
本
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
論
じ
る
よ

う
に
、
指
導
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
私
の
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
へ
の
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
。
年

一
回
刊
行
の
「
文
芸
研
究
」
第
二
号
の
〆
切
が
迫
ま
っ
て
き
た
一

九
五
五
年
十
月
、
私
は
第
一
稿
を
ま
と
め
て
、
山
田
先
生
の
指
導

を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
峻
厳
に
し
て
、
適
切
な
、
朱
の
入
っ

た
原
稿
が
、
私
の
手
許
に
返
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
つ
い
て
決
定
稿

を
ま
と
め
、
こ
の
年
の
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
第
二
号
に
提
出
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
論
文
は
、
思
わ
ぬ
副
産
物
を
生
ん
だ
。
演
劇
雑
誌
「
テ
ア

ト
ロ
」
の
編
集
部
か
ら
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
・
シ
ス
テ
ム
の

形
成
に
い
た
る
ま
で
の
、
演
技
方
法
論
の
歴
史
を
ま
と
あ
て
書
い

て
ほ
し
い
、
と
の
依
頼
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
勉
強
に
も
な
る
な
、

と
思
い
、
私
は
喜
ん
で
承
諾
し
、
そ
の
準
備
を
、
助
手
の
仕
事
の

合
間
に
、
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
研
究
の
成
果
が
、
実
際
に

「
テ
ア
ト
ロ
」
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
論
文
発
表
か
ら
二
年
後
の

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
十
二
月
号
か
ら
で
あ
り
、
題
名
も

『
俳
優
芸
術
論
の
系
譜
（
1
）
』
と
な
っ
て
い
た
。
内
容
は
、
シ
ェ
ー

ク
ス
ピ
ア
が
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
な
か
で
展
開
し
て
い
る
演
技
論

を
主
と
し
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
つ
づ
く
第
二
回
の
掲
載
は
、

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
一
月
号
で
、
内
容
は
、
モ
リ
エ
ー
ル
、

デ
ィ
ド
ロ
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
デ
ィ
ド
ロ
の
分
析
は
、
こ
の
第
二
回
目
で
は
終
ら
ず

に
、
第
三
回
の
連
載
（
一
九
五
八
年
二
月
号
）
も
、
デ
ィ
ド
ロ
の

『
逆
説
俳
優
に
つ
い
て
』
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
ほ
ど
に
『
逆
説
俳
優
に
つ
い
て
』
は
、
十
分
に
学
ぶ
べ
き
も
の

が
あ
る
、
と
私
は
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
づ
く
第
四
回
（
一
九

五
八
年
三
月
号
）
で
は
、
レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
ハ
ン
ブ
ル
ク
演
劇
論
』

を
研
究
し
、
第
五
回
（
一
九
五
八
年
四
月
号
）
で
は
、
九
十
一
条

に
分
れ
て
い
る
ゲ
ー
テ
の
『
俳
優
法
則
』
の
内
容
を
検
討
し
た
。

一
か
月
を
休
ん
で
再
開
し
た
第
六
回
（
一
九
五
八
年
六
月
号
）
で

は
、
い
ま
ま
で
連
載
し
て
き
た
五
人
の
演
技
論
を
概
括
し
た
上
で
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
『
イ
オ
ン
』
を
と
り
あ
げ
、
第
七
回
（
一
九
五
八

年
七
月
号
）
も
『
イ
オ
ン
』
の
分
析
を
、
つ
づ
け
て
お
こ
な
っ
た
。

『
イ
オ
ン
』
の
な
か
で
示
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
の
考
え
を
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
・
シ
ス
テ
ム
と
比
較

検
討
し
た
の
で
あ
る
。
「
文
芸
研
究
」
に
発
表
し
た
論
文
「
ス
タ

ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
・
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
的
意
義
」
が
、
私
に
こ
の

よ
う
な
機
会
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
論
文
の
発
表
後
も
、
山
田
先
生
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
と
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
論
文
を
訂
正
す
る
よ
う
な
具
体
的
な
お
教

え
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
こ
の
論
文
の
み
で
あ
る
。
山
田
先
生
は
、

安
保
問
題
で
騒
然
と
し
た
一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
十
月
か

ら
二
年
間
、
演
劇
学
専
攻
主
任
を
兼
ね
な
が
ら
、
文
学
科
長
に
就

任
さ
れ
て
、
教
務
の
お
仕
事
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
で
に

大
木
直
太
郎
先
生
は
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
か
ら
四
年

間
、
文
学
科
長
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、
私
の
よ
う
な
若
手
を
指
導

さ
れ
る
機
会
が
、
減
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
文
学
部
は
、
私
の
論
文
発
表
の
次
の
年
、
一
九
五
六
（
昭
和
三

一
）
年
に
、
旧
制
専
門
部
の
文
芸
科
か
ら
数
え
て
、
二
十
五
周
年

に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
創
立
記
念
の
式
典
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し
て
、
「
文
芸
研
究
」
も
、
七
月
に
第

三
号
、
十
二
月
に
第
四
号
を
発
行
、
年
二
回
刊
行
の
方
針
を
確
立

し
た
。
私
は
こ
の
年
、
第
四
号
に
「
近
代
劇
の
概
念
」
を
執
筆
さ

れ
て
お
忙
し
い
山
田
先
生
、
大
学
全
体
の
教
務
に
ご
多
忙
な
大
木

先
生
の
指
導
を
、
直
接
的
に
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、

翌
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
次
の
第

五
号
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
劇
作
家
を
論
じ
た
コ
・
ζ
・
シ
ン
グ

論
」
を
発
表
し
た
。
レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
『
∪
轟
∋
四

マ
o
日
一
σ
ω
Φ
昌
叶
o
国
一
δ
匹
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
民
話
を
も
と
に
し
て
、
す
ぐ
れ
た
近
代
劇
を
書
い
た
シ
ン
グ

の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
の
特
徴
を
、
論
究
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
シ
ン
グ
の
戯
曲
は
、
ふ
つ
う
は
、
喜
劇
と
し
て
『
谷
の
影
』

『
鋳
掛
屋
の
婚
礼
』
『
聖
者
の
泉
』
『
西
国
の
伊
達
男
』
の
四
作
品
、
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悲
劇
と
し
て
『
海
へ
騎
り
ゆ
く
人
々
』
『
悲
し
み
の
デ
ア
ド
ラ
』

の
二
作
品
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
私
は
從
来
の
こ
の
よ
う
な
分
類

で
は
、
シ
ン
グ
の
戯
曲
の
特
性
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
の
で
は
な

い
か
、
と
考
え
た
。
私
の
念
頭
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
民
話
を
も
と

に
し
て
、
現
代
に
も
通
用
し
う
る
ド
ラ
マ
を
書
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
内
戦
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
コ
派
の
軍
人
に
虐
殺
さ
れ
た
フ
ェ

デ
リ
ー
コ
・
ガ
ル
シ
ー
ア
・
ロ
ル
カ
が
あ
り
、
日
本
で
は
民
話
を

も
と
に
し
て
、
近
代
劇
を
書
き
す
す
め
て
い
る
木
下
順
二
の
仕
事

も
、
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
山
田
、
大
木
両
先
生
を
除
い
て
は
、
専
任
教
員
は
木
下
先
生
と

私
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
実
際
の
劇
作
活
動
で
も

ご
多
忙
な
木
下
先
生
に
は
、
「
文
芸
研
究
」
に
掲
載
後
に
、
こ
の

論
文
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
。
木
下
先
生
か
ら
は
、
民
話
と
近
代

劇
と
の
関
連
を
、
世
界
的
視
野
に
立
っ
て
論
じ
る
着
眼
の
ポ
イ
ン

ト
が
、
論
文
の
背
後
に
か
く
さ
れ
て
い
る
そ
の
分
析
方
法
が
い
い
、

と
評
価
さ
れ
た
思
い
出
が
残
っ
て
い
る
。

　
木
下
先
生
が
見
ぬ
か
れ
た
よ
う
に
、
私
が
こ
の
論
文
の
な
か
で
、

具
体
的
に
強
調
し
た
の
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
農
民
の
話
し
こ
と
ば

の
記
録
の
上
に
、
シ
ン
グ
の
戯
曲
の
せ
り
ふ
が
成
り
立
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ド
ラ
マ
の
本
質
に
適
し
た
こ
と
ば
を
創

造
す
る
こ
と
は
、
一
見
容
易
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
て
、
実
は

大
変
困
難
な
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
過
程
を
、
シ
ン
グ
の

せ
り
ふ
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
こ
の
論
文
を
書
い

て
い
て
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
豊
か
に
生
々
と
語
ら
れ
て
い
る

シ
ン
グ
の
せ
り
ふ
を
通
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
農
民
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
思
い
出
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
日
本
の
近
代
演
劇

史
を
テ
ー
マ
と
す
る
私
の
、
さ
さ
や
か
な
研
究
の
出
発
点
が
、

「
文
芸
研
究
」
に
発
表
し
た
二
つ
の
論
文
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明

ら
か
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
「
文
芸
研
究
」
と
は
、
み
ず
か
ら
の

研
究
を
率
直
に
書
く
こ
と
が
可
能
な
場
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
営

み
を
有
形
無
形
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
指
導
の
諸
先
生
、
同
僚
の

暖
か
い
配
慮
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
「
文
芸
研
究
」
第

一
〇
〇
号
記
念
号
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
私
の
思
い
は
、
は
る
か

に
半
世
紀
前
に
飛
ぷ
の
で
あ
る
。
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